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ら障害者 生計 らえると、どのような点が課題としてみえてく か 、マレーシアの障害者の生計状況を事例として分析しながら考えてみる。●分析の枠組み ： 持続的生計アプ
ローチ本稿では、開発分野における生計の概念
として広く用いられている英国国際開発庁の「持続的生計アプローチ」に沿って考えた（図） 。この概念は、人々が生き いく









た社会関係資本や自家菜園など、所得収入という形態に還元できない資本が個人や世帯の生計に大きな影響を与え おり、それらを包括的に捉えること抜 に生計の全体像は見えてこない。また、それら資本が単に地域社会にあるということではなく、障害者がそれらに本当にアクセスできるのかどうか、そしてそのアクセスがその調査の瞬間にどうかというこ 以上 、それが持続的か という時間枠を内包した視点で分析すること 重要となる。●マレーシアの状況
マレーシアは順調な経済発展のもと、一
人当たりの国民総所得も四九六〇米ドルを
超え、所得上の貧困率（五 ・ 一％） 、極貧困率（一 ・〇％）ともに低く、既にいわゆる中進国となりつつある。しかしその一方で、地域間格差、民族間格差、そして 世帯構造による格差は依然として課題となっている。
マレーシアの障害者数については社会福
祉局への登録者数（二〇〇七年九月時点で二一万八五三名。全人口の ・八％）が用いられることが多いが、保健省のサンプル調査（一九九六年）では、 六 九が機能障害 （
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び一般商業銀行では管理料が引かれるものの小額での口座開設は可能であり、表面上、制度的には障害者だからと預貯金制度へのアクセスを拒否されること い。しか 、農村部での店舗数や店舗建物の物理的なアクセスなどの面から、利用が難しい状況が新聞記事として取り上げられた例もあ 。また貸付の面では、障害者を対象とする起業目的の貸付は社会福祉局と人的資源省らもなされており、支給額も 規模事 の立ち上げとしては十分な額（上限二万七〇〇〇リンギット）が支給されているものの、逆に一般 制度では条件などが厳しく利用が困難な一面もある。　一定の現金フロー
：従来、障害者に対









金制度も整備されつつあり、二〇〇七年度の実績では二六万八九〇〇人がこの支給を受けている。病気については診療費の公的負担や農村地域での診療所の普及などによって基本的な医療サービス 保証されているが、医療リハビリテーションについては郡レベル以上でのアクセスしか保障さていな 。また障害者に対する民間医療保険への加入制限は、都市部では民間医 機関が主流に ってきているため、地域での医療へのアクセス格差という問題も引き起こしている。特 重要な課題は頻発す 洪水などの災害時の対応である。例えば、二〇〇七年にマレー半島南部で起こった大

















意思決定機関から排除される構造にはなっていないものの、現 には投票所のアクセスの問題がある。また、切断 ど後天的かつ全身性ではない障害者については、村において以前から有していた社会的地位を用いて村の意思決定機関である「村安全開発委員会」 、またその下部組織になる隣組どの意思決定機関へのアクセスを保持している例が見られるもの 、全身性 障害や知的障害者などの場合には、その枠組みから全く排除されている場合が多 。　過程
：ここでは社会規範・規約、信条、
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